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辰野町商I会
「
未来経営人.事業

辰 野 町 商 工 会 「未 来 経 営 人 」事 業 は 、 今 年 度 で 3年 目。 今 年 も商 工 会 ご支 援 の も と経
営 体 験 を行 い ま す 。 今 年 の 企 画 は 「 シ ネ マ カ フ ェ 」 、 か つ て 栄 え た 辰 野 町 の 映 画 館
を 高 校 生 の 企 画 で 再 現 し よ う と取 り組 ん で い ま す 。 第 1回 目の 営 業 は 10月 19日
(日 )に 行 わ れ ま した 。 上 映 は お 子 様 向 け の 映 画 「 か い け つ ゾ ロ リ」 。 地 域 の 皆 様
の ご支 援 に よ り行 う こ とが で き ま した 。 映 画 上 映 に お い て は 、 新 た に様 々 な 問 題 点

を 発 見 しま した 。 今 回 の 反 省 点 を し っ か り と確 認 し、 次 回 営 業 に 向 け て 準 備 を進 め

て い き た い と思 っ て い ま す 。
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